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　安永―天明年間頃の佐貫藩 16000石の村々 58カ村を地図に落とした図 2［十分場と佐貫藩領の村々］
みると、藩内が佐貫城下を中心とする佐貫領、湊村を中心とする湊組合、湊川中流の高溝組合、
上流の志駒組合、小倉組合と、湊川対岸の花輪組合の 5つの組合に分かれていたことがわかる。
この内、十分場とは佐貫領・湊組合・高溝組合・志駒組合・小倉組合で、花輪組合は「無十分
場」である。これは、宝永 7年以降の佐貫藩領時代に湊十分役所から出された十分一に関する定
式触が、この 4つの組合を単位にそれぞれ廻されていること、ところが花輪組合には「峯上峯下
村々より左の村々え、若し抜荷・薪・炭類、其外拾分一上り候品々出候共、其村々の者共買取り
申さず候の様」（花輪組合宛廻状）と、十分一を納めるべき品を売りに来ても購入しないようにとあり、
この組合村々が十分一を納める義務をもっていない「無十分一場」であることがわかる。つまり、
佐貫藩領の村々では、4つの組合、合計 51カ村が「十分場」であることが明らかとなった。で
は、先述した「十分場」52カ村の内、残る 1カ村が問題となるが、これは佐貫領の北側にある
小久保村である。小久保村は、「佐貫領十四ケ村の内小久保村、御地頭別々に罷り成り候」（小久保
村十分一証文）とあるように、宝永 7年に阿部忠鎭が佐貫城に入る時、佐貫藩領に組み込まれず原
新六郎代官所、旗本小倉忠右衛門知行所、天野清十郎知行所、大久保平右衛門知行所の四給支配
となった。そのため、佐貫藩領ではないものの、それまで佐貫領 14カ村として納めてきた十分
一を、佐貫藩に納めることになったのである。
　今後、湊十分役所文書が史料集として公刊されることにより、他地域における十分一役所研究
とともに、日本近世における河川交通と物流にともなう徴税システムが明らかになることが期待
されよう。
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